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⑤第３回食育推進全国大会への出展

６月７日、８日の両日に、群馬県前橋市におい

て開催された第３回食育推進全国大会「ぐんま食

育フェスタ2008」に「農林水産省」としてブース

を出展した。

当ブースでは 「食事バランスガイド 「教育、 」、

、」ファーム 等のパネル展示やパンフレットの配布

パソコンによる食事バランスチェックの実施、食

育に関するＤＶＤの放映、関東地域食育推進ネッ

トワーク参加者の活動事例発表などの取組を行っ

た（来場者約28,000人 。）

⑥食育シンポジウムの開催

食育月間中の６月26日（木）に 「～教育ファームをどう推進するか～」をテーマとし、

たシンポジウムを、関東農政局で開催した（参加者221名 。この他、管内農政事務所にお）

いてもシンポジウム等を３回開催した。

食育シンポジウム『～教育ファームをどう推進するか～』

「 」基調講演： 体験を通じた学びの重要性について～農業体験に学校で取り組むために～

東京学芸大学名誉教授・帝京大学教授・帝京大学小学校校長 児島邦宏 氏

近年の社会状況の変化により、子ども達が農業などを体験できる機会が喪失してきて

いることから、体に身につけている感覚を通して、外界の事物・事象を認識したり、外

界に働きかけることが困難となっている。そのため、日常生活の中での問いかけやしな

やかな感性の喪失が見られ、自ら学び考える力などの「生きる力」が衰えている。この

ような状況のなか、農業体験を通じた学びによって、どのように「生きる力」を育むこ

とができるのかについて具体例をあげながら、農業体験の教育的な重要性について講演

が行われた。

事例報告：神谷中学校 中村文隆 校長（東京都北区）

農業体験を「豊かな心を育てる教育」と位置付けて、全生徒が年間を通じて農作業の

体験学習を行っており、その取組内容や効果について報告が行われた。

事例報告：石坂ファームハウス・自然の恵みを楽しむ会 石坂昌子 会長

（東京都日野市)

農業の大切さや自然循環によって農業が成り立っていることを、子ども達や親等に理

解してもらうための農業体験学習の取組、昔からの伝統行事・食習慣などを次世代に伝

えていくための伝統的な文化・技術の体験教室の取組について報告が行われた。

事例報告：ＮＰＯ法人富士川っ子の会 柚木恵美子 理事長

（静岡県富士川町（現：富士市 ））

今の子ども達は体験が不足しており、心豊かにたくましく生きる子どもを育むために

は環境整備が必要となっている。そこで 「自然と生きる」を理念として、行政や他団

報告が行われた。

、

体等との連携を図りつつ、農業体験等を通して、地域で取り組む子育ての活動について

食育推進ネットワーク参加者の活動

事例発表の様子（出展ブースにて）
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児島教授（コーディネーター）と事例報告者で、

「農業体験を“教育ファーム”に発展させるため

には？」というテーマについて意見交換が行われ、

教育ファームの効果、関係機関の連携の必要性な

どについて話し合われた（議事録、講演資料は、

http://www.maff.go.jp/kanto/syo_an/seikatsu/

shokuiku/ibennto/sinpogyumu/200626sinpogyumu

を参照)。.html

（２ 「教育ファーム」等体験を通じた取組）

、、、関東農政局では 食育の一環として 自然の恩恵や食への理解を深めることを目的とし

一連の農作業を体験する「教育ファーム （注）を推進している。」

①「教育ファーム」をテーマにしたシンポジウム等の開催

前述の食育シンポジウムの他、20年８月26日に栃木農政事務所（栃木県宇都宮市 、21）

年１月27日に東京農政事務所（東京都千代田区）で「教育ファーム」をテーマとしたシン

ポジウムを開催した。

また、農林水産省平成20年度にっぽん食育推進事業「教育

ファーム推進事業」の一環として、関東ブロック「教育ファ

ーム成果・交流会」を(社)農山漁村文化協会と共催で21年２

月18日に東京農政事務所（東京都千代田区）において開催し

た。

②教育ファーム啓発用リーフレットの作成

、、教育ファームを推進するため 教育ファームの推進の背景

目的、位置付けなどを、わかりやすく説明したリーフレット

を作成し、管内の市町村等に配布した。

http://www.maff.go.jp/kanto/syo_an/seikatsu/（URL：

shokuiku/poster/index.html）

③市町村等に対する「教育ファーム推進」の働きかけ

市町村の「教育ファーム」への取組状況を把握する

ため実態調査を行うとともに、都県と連携のもと、教

育ファームの推進について要請を行った。

さらに、食育推進計画の策定予定や策定中の市町村を重点的に、啓発用リーフレットを

活用するなどして、教育ファーム推進計画の策定（食育推進計画の中に記載）に向けた情

報提供、アドバイスなどを行った（216市町村/管内480市町村 。）

(注)教育ファームとは

自然の恩恵や食に関わる人々の様々な活動への理解を深めることを目的として、農林漁業者

、、。などが一連の農作業等の体験の機会を提供する取組である なお 一連の農作業等の体験とは

パネルディスカッションの様子

五感で学ぶ農林漁業体験!!

教育ファームのリーフレット

農林漁業に実際に携っている者による指導を受けて、同一人物が同一作物について２つ以上の

作業を年間２日間以上行うことである。
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事例：教育ファームの取組「見つめよう！食の原点」

北杜食育・地産地消推進協議会（山梨県北杜市）
ほ く と し

北杜食育・地産地消推進協議会は、北杜市（政策秘書課、農政課、健康増進課、生涯学

習課 、ＪＡ梨北(梨北農業協同組合) 、食生活改善推進委員、農業者などで構成される組）

織であり、農林水産省の平成20年度にっぽん食育推進事業「教育ファーム推進事業」の教

育ファーム実証モデル地区の協力団体として、教育ファームの推進に積極的に取り組んで

いる。

北杜市は、山梨県北西部に位置し、八ヶ岳、南アルプス、瑞牆山、茅ヶ岳など日本を代
みずがき

表する山岳景観に囲まれた「杜のまち」である。当市では、食育・地産地消推進のため
もり

「"食と農”健康な杜づくりプロジェクト」と題して教育ファームに取り組んでおり 「～、

みつめよう！食の原点～」を合言葉に、人とふれあう、自然とふれあう、文化とふれあう

など、いろいろなふれあいを全身（五感）で感じて、全身（五感）で吸収する事業展開を

目指しており、同協議会においても、その中心的な役割を果たしている。

同協議会の取組としては、市内少年サッカー７チームを対

象に、教育ファームの実践を行い、１年生～４年生は “米ト、

レ”農園と題した水稲栽培、５年生～６年生は “豆トレ”農、

園と題した大豆栽培を展開している。その取組は、子ども達

が主役となった農作業・料理体験を実施するために、農家の

方に指導をお願いするとともに、子供達が出来なくても口を

出さないことを約束してもらい、子ども達が自ら考えて取り

組む手法にしている。また、体験は制限時間を設けることはせず、時間がかかっても最後

までやり遂げるスタンスで実施している。当初は子ども達から積極的に取り組む様子はな

かったが、子ども達への接し方を前述のように工夫することにより子ども達の表情や取り

組む姿勢に変化が見られた（諦めないこと、気持ちを入れないと美味しいものは育たな

い････など 。）

さらに、農業体験に合わせ、食育講座（栄養講座や環境講座）も開催し、家庭で取り組

む「食育チェックシート」を活用することにより、食に対する意識が変わり、朝食でご飯

を食べる子どもの増加が期待されたり、地元農産物を極力食べようとする意識に繋がって

いる。

参加者の親からは 「食卓に並ぶ料理をみて『北杜市でとれたものかな』と話題に出る、

ようになった 「バランスを重視して食事を作るようになった 「実家からいただく野。」 。、 」、

菜を感謝して食べるようになった 、子ども達からは 「自分達で収穫した枝豆は、いつ。」 、

もより美味しかった 「草を抜くとき、かがんだ体勢で腰が痛くなった。農家の大変さ。」、

がわかった 「稲刈りは初めて経験した。みんなと一緒で楽しかった 」。」 。、

という感想があった。

※「教育ファーム成果・交流会」での発表より抜粋（平成21年２月18日）

"豆トレ”の様子
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